
食品残渣向けバイオマスガス施設のご提案	



バイオマスガスシステムの流れ	

バイオマスガス発電は、家畜の糞尿、食品廃棄物、汚水などの有機ゴミを発酵させて可燃性のバイオガス
（メタン、二酸化炭素など）を取り出して燃焼し、発生する熱を利用して蒸気でタービンを回す仕組みです。	  
通常は売電のスキームが主流ですが、ガスそのものを都市ガス原料や天然ガス自動車等への利用も注目
がされております。また、その他発生する熱や残渣の再利用も可能です。	
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NSP/ABHEGC	  システムの優位性	  
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消化ガスの利用について（参考資料①）	
※バイオガス研究会　国土交通省の資料抜粋	
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消化ガスの利用について（参考資料②）	
※バイオガス研究会　国土交通省の資料抜粋	
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シュミレーションkw/h　　3／１	
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原料	 生ゴミ＋オカラ	

処理量（食品残渣）	 約25ｔ/33㎥　W日	

水分率	 80％	

処理水分率	 85%	

発酵槽	 約517㎥	

発酵日数	 約20㎡	

発電機/発電量	 500kw/490.5kw	

日量のバイオガス産出量	 4,298㎥/d	

日量のメタン産出量	 2,664㎥/d	

熱出力	 470Mcal/d	

発電量/日	 11,773kw/d	

発電収益	 168,596千円	

運営コスト	 67,726千円	

建設コスト	 997,184千円	

差引き合計収益	 100,844千円	

※食品残渣25ｔ含水比80％使用で計算してい
ます	  



木質バイオマスメタン506.4kw/h　　3／2	

7	

原料	 木質間伐材他	

処理量（間伐材,他）	 約13ｔ/W日	

水分率	 60％	

処理バイオマス量	 33㎥/含水85％	

発酵槽	 約677㎥	

発酵日数	 20日	

発電機/発電量	 600kw/506.4kw	

日量のバイオガス産出量	 4,436㎥/d	

日量のメタン産出量	 2,750㎥/d	

熱出力	 470Mcal/d	

発電量/日	 12,153kw/d	

発電収益	 173,430千円	

運営コスト	 80,348千円	

建設コスト	 915,4984千円	

差引き合計収益	 93,082千円	

※枝葉乾燥重量で3000円/t引取出来ます。	  



牛糞バイオマスメタン462.9kw/h　　3／3	
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原料	 牛糞尿	

処理量（牛糞尿）	 約32.5ｔ/W日	

水分率	 85％	

処理バイオマス量	 32.5㎥/含水85％	

発酵槽	 約522㎥	

発酵日数	 16日	

発電機/発電量	 500kw/462.9kw	

日量のバイオガス産出量	 4,055㎥/d	

日量のメタン産出量	 2,512㎥/d	

熱出力	 460Mcal/d	

発電量/日	 11,109kw/d	

発電収益	 167,827千円	

運営コスト	 70,673千円	

建設コスト	 912,064千円	

差引き合計収益	 97,154千円	

※	  


